
(仮称)砺波市空き家等の適正管理及び有効活用に関する条例(案)に対する 

パブリックコメントの実施結果について 

 

１ パブリックコメントの概要 

  (1)実施期間  平成２５年１月２３日(水)～２月１２日(火) 

  (2)意見件数  １件(１名) 

 

２ 提出された意見とそれに対する市の考え方 

素案の項目など 勧告、命令、代執行について 

ご意見の内容  空き家とはいえ、個人の財産であり、行政がそこまで介入できるの

ですか？市で代執行が出来、その費用は当該所有者から徴収するとな

っていますが、行政サイドに都合の良い制度ではありませんか？ 

もし、そこまで介入する必要があるのであれば、市による補助制度等

当該所有者に対する支援策も条例施行と同時に行う必要があるよう

に思います。 

 

ご意見に対する 

市の考え方 

 この条例制定の目指すところは、所有者等には空き家等を適正に管

理する義務と責任があることを所有者のみならず市民等の皆様に理

解いただくとともに、その意識を高めていただくところにあります。 

 条例では、勧告、命令、代執行など行政権限の発動が可能となって

おりますが、これは、空き家の適正管理の実効性を担保するものです。 

 特にご指摘の個人財産に対する行政代執行の措置ですが、これは、

適正な管理が行われないため、生活環境・景観の悪化や市民の安全が

阻害されるなど著しく公益に反する場合には、行政代執行法に基づき

代執行を行うことができることを明記しているものであります。ま

た、代執行は、決して行政の一方的な判断で行うものではなく、所有

者との十分な事前協議を行うとともに、周辺住民や専門家からの意見

聴取を行うなかで、他の方法で対処することがどうしても困難であ

り、かつそのまま放置された場合に周辺住民の生活環境が深刻な打撃

を受ける場合にのみ、止むを得ず行うものであることをご理解くださ

い。 

また、市による支援策につきましては、市の責務として必要な支援

を行うことを条例に明記していることから、条例施行に合わせて検討

してまいります。 

 

 

３ ご意見に対する対応 

   ご意見については参考とし、条例の考え方については修正を行わないものとします。 


